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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部の合計で除して算出しております。  
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 21,271 ― 725 ― 403 ―

20年3月期第3四半期 22,140 ― △2,436 ― △4,437 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 4.47 ―

20年3月期第3四半期 △49.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 906,655 35,961 3.7 375.73
20年3月期 877,830 39,771 4.2 418.50

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  33,824百万円 20年3月期  37,729百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
21年3月期 ― 2.50 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 2.50 5.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,600 △5.4 1,050 ― 550 ― 6.10

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載さ
れるもの） 

（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 １．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 ２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準
適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  92,410,000株 20年3月期  92,410,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  2,388,325株 20年3月期  2,257,533株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  90,098,869株 20年3月期第3四半期  90,208,179株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、経常収益は、銀行業務における資金運用収益の減

少などから２１２億７１百万円となりました。一方、経常費用は、銀行業務における貸倒引当金繰入額の減少等

によるその他経常費用の減少などから２０５億４５百万円となりました。 

以上の結果、経常利益は７億２５百万円、四半期純利益は４億３百万円となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期末における財政状態につきましては、総資産は、前連結会計年度末比２８８億２５百万円増加し

て９,０６６億５５百万円となり、純資産は、その他有価証券評価差額金の減少等により前連結会計年度末比３８

億１０百万円減少して３５９億６１百万円となりました。 

連結ベースの主要勘定につきましては、預金は個人預金が順調に推移したことなどから、前連結会計年度末比

３３６億６４百万円増加して、８,５０９億３７百万円となりました。 

貸出金は、資金需要の低迷などから、前連結会計年度末比７９億３１百万円減少して、６,１６７億３３百万円

となりました。 

有価証券は、前連結会計年度末比７４億５６百万円増加し、２,０９４億１８百万円となりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

経常収益は、貸出金利の低下、市場環境の悪化等による資金運用収益等の減少に伴い、前回予想を５億円程度

下回る見通しであります。また、経常費用は、預金金利の低下による資金調達費用等の減少に伴い、前回予想を

１億円程度下回る見通しであります。これにより、経常利益は、前回予想を４億円程度下回り、当期純利益では、

前回予想を２億円程度下回る見通しであります。 
 

＜平成 2１年３月期業績予想＞ 

○連 結 

 前回予想（平成 20 年 11 月） 今回予想(平成 21 年 2 月） 増 減 

経常収益 28,100 百万円 27,600 百万円 △ 500 百万円

経常利益 1,450 百万円 1,050 百万円 △ 400 百万円

当期純利益 750 百万円 550 百万円 △ 200 百万円

○単 体 

 前回予想（平成 20 年 11 月） 今回予想(平成 21 年 2 月） 増 減 

経常収益 21,150 百万円 20,600 百万円 △ 550 百万円

経常利益 1,400 百万円 1,000 百万円 △ 400 百万円

当期純利益 700 百万円 500 百万円 △ 200 百万円

 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

なお、連結子会社である「ながぎん機販株式会社」は、平成 20 年 10 月１日付で連結子会社である「株式会

社ながぎんリース」を存続会社とする合併をいたしました。 

 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

イ 簡便な会計処理 

（イ）減価償却費の算定方法 

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算

定しております。 

（ロ）貸倒引当金の計上方法 

「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引当てている債権等以

外の債権に対する貸倒引当金につきましては、中間連結会計期間末の予想損失率を適用して計上しておりま

す。 
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（ハ）繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について中間連結会計期間末から

大幅な変動がないと認められるため、当該中間連結会計期間末の検討において使用した将来の業績予測及び

タックス・プランニングの結果を適用しております。 

（ニ）連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去 

連結会社相互間の債権債務につきましては、合理的な範囲内で、当該債権の額と債務の額の差異の調整を

行なわずに相殺消去しております。 

連結会社相互間の取引につきましては、取引金額の差異を合理的な方法により相殺消去しております。 

ロ 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

（イ）税金費用の処理 

当行及び連結子会社の税金費用は、当第３四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定

しております。なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

イ 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸

表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

ロ リース取引に関する会計基準 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第 13 号平成 19 年 3 月 30 日）及び「リース取

引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 16 号同前）が平成 20 年 4 月 1 日以降開始する連結

会計年度から適用されることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間から同会計基準及び適用指針を適

用しております。 

［借主側］ 

上記会計基準等の適用に伴い、従来の方法に比べ、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。 

［貸主側］ 

（イ）四半期連結損益計算書関係 

上記会計基準等の適用に伴い、従来の方法に比べ、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ

３百万円（下記特別利益計上による影響額を除く。）増加しております。 

なお、リース取引開始日が平成 20 年 4 月 1 日前に開始する連結会計年度に属する所有権移転外ファイナ

ンス・リース取引等については、上記会計基準等に定める会計処理に変更しており、この変更による影響

額２７１百万円は、特別利益として計上しております。 

（ロ）四半期連結貸借対照表関係 

リース業務における所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る貸与資産は「有形固定資産」及び「無

形固定資産」に含めておりましたが、「リース債権及びリース投資資産」として表示しております。また、

リース業務における割賦債権は「その他資産」に含めておりましたが、「リース債権及びリース投資資産」

として表示しております。 

（ハ）四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係 

① 「リース・割賦売上原価」及び「貸与資産・割賦資産の取得による支出」は、「リース債権及びリース

投資資産の純増減（△は増加）」として表示しております。 

② 従来、リース業務における借用金に係るキャッシュ・フローは、賃貸借のための固定資産取得に係る

資金調達手段として、「財務活動によるキャッシュ・フロー」中に「借入による収入」及び「借入金の返

済による支出」として表示しておりましたが、上記会計基準等の適用により、リース事業は金融取引と

して認識されることとなったため、「営業活動によるキャッシュ・フロー」中に「借用金（劣後特約付借

入金を除く）の純増減（△）」として表示しております。 

 

（追加情報） 

変動利付国債の時価については、従来、市場価格をもって時価としておりましたが、昨今の市場環境を踏まえ

た検討の結果、実際の売買事例が極めて少なく、売手と買手の希望する価格差が著しいこと等から、市場価格を

時価とみなせない状態にあると判断し、当第３四半期連結会計期間から合理的に算定された価額をもって時価と

しております。 

これにより、市場価格を時価として算定した場合と比べて、四半期連結貸借対照表の「有価証券」及び「その

他有価証券評価差額金」は、それぞれ１，２６３百万円増加しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 15,096 14,278

コールローン及び買入手形 37,284 11,600

商品有価証券 11 31

有価証券 209,418 201,962

貸出金 616,733 624,664

外国為替 381 341

リース債権及びリース投資資産 14,784 －

その他資産 5,566 10,185

有形固定資産 10,820 20,674

無形固定資産 1,402 1,774

繰延税金資産 7,916 6,678

支払承諾見返 3,454 3,351

貸倒引当金 △16,218 △17,713

資産の部合計 906,655 877,830

負債の部   

預金 850,937 817,273

借用金 7,624 9,096

外国為替 － 1

その他負債 6,744 6,022

賞与引当金 95 382

退職給付引当金 1,511 1,598

役員退職慰労引当金 214 240

睡眠預金払戻損失引当金 41 51

偶発損失引当金 69 39

支払承諾 3,454 3,351

負債の部合計 870,693 838,058

純資産の部   

資本金 13,000 13,000

資本剰余金 9,663 9,663

利益剰余金 15,860 15,917

自己株式 △790 △771

株主資本合計 37,732 37,809

その他有価証券評価差額金 △3,904 △74

繰延ヘッジ損益 △4 △5

評価・換算差額等合計 △3,908 △80

少数株主持分 2,137 2,042

純資産の部合計 35,961 39,771

負債及び純資産の部合計 906,655 877,830
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（２）四半期連結損益計算書 
 (第３四半期連結累計期間) 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

経常収益 21,271

資金運用収益 13,637

（うち貸出金利息） 11,440

（うち有価証券利息配当金） 1,923

役務取引等収益 1,393

その他業務収益 5,781

その他経常収益 459

経常費用 20,545

資金調達費用 2,797

（うち預金利息） 2,399

役務取引等費用 933

その他業務費用 4,917

営業経費 9,052

その他経常費用 2,844

経常利益 725

特別利益 293

償却債権取立益 1

リース会計基準の適用に伴う影響額 271

その他の特別利益 20

特別損失 32

固定資産処分損 9

減損損失 17

その他の特別損失 5

税金等調整前四半期純利益 986

法人税等 490

少数株主利益 92

四半期純利益 403
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 986

減価償却費 762

減損損失 17

貸倒引当金の増減（△） △1,495

賞与引当金の増減額（△は減少） △287

退職給付引当金の増減額（△は減少） △87

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △26

睡眠預金払戻損失引当金の増減額（△は減少） △10

偶発損失引当金の増減額（△は減少） 30

資金運用収益 △13,637

資金調達費用 2,797

有価証券関係損益（△） △60

為替差損益（△は益） 1

固定資産処分損益（△は益） 9

貸出金の純増（△）減 7,931

預金の純増減（△） 33,664

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

△1,472

コールローン等の純増（△）減 △25,684

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 358

外国為替（資産）の純増（△）減 △40

外国為替（負債）の純増減（△） △1

リース債権及びリース投資資産の純増減（△は増
加）

1,006

資金運用による収入 13,569

資金調達による支出 △2,413

その他 △939

小計 14,979

法人税等の支払額 △94

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,885

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の取得による支出 △68,455

有価証券の売却による収入 39,388

有価証券の償還による収入 16,502

有形固定資産の取得による支出 △165

有形固定資産の除却による支出 △30

有形固定資産の売却による収入 0

無形固定資産の取得による支出 △467

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,227

財務活動によるキャッシュ・フロー  

配当金の支払額 △447

少数株主への配当金の支払額 △2

自己株式の取得による支出 △47

自己株式の売却による収入 18

財務活動によるキャッシュ・フロー △479

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,177

現金及び現金同等物の期首残高 12,218

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,396
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」

に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

 

（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

 

（５）セグメント情報 

① 事業の種類別セグメント情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年 12 月 31 日） 

 
銀行業務

(百万円)

リース業務

(百万円) 

計 

(百万円)

消去又は全社 

(百万円) 

連 結 

(百万円)

経 常 収 益  

(１)外部顧客に対する経常収益 16,085 5,185 21,271 － 21,271

(２)セグメント間の内部経常収益 90 129 219 ( 219) －

計 16,175 5,314 21,490 ( 219) 21,271

経 常 利 益 ( △ は 経 常 損 失 ) 759 △32 726 ( 1) 725

  

（注）１．事業種類は、連結会社の事業の内容により、銀行業務、リース業務に区分しております。 

２．一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益(△は経常損失)を記載し

ております。 

 

② 所在地別セグメント情報 

在外子会社等及び在外支店がないため、所在地別セグメント情報は該当ありません。 

 

③ 国際業務経常収益 

国際業務経常収益が連結経常収益の 10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。 

 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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[参考資料] 

（要約）前四半期連結損益計算書 

（単位：百万円） 

科      目 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成 19 年 ４月 １日 
至 平成 19 年 12 月 31 日)

経 常 収 益 22,140  

資 金 運 用 収 益 14,333  

（ う ち 貸 出 金 利 息 ） （ 11,983 ） 

（うち有価証券利息配当金） （ 1,609 ） 

役 務 取 引 等 収 益 1,523  

そ の 他 業 務 収 益 5,992  

そ の 他 経 常 収 益 291  

経 常 費 用 24,577  

資 金 調 達 費 用 3,018  

（ う ち 預 金 利 息 ） （ 2,515 ） 

役 務 取 引 等 費 用 928  

そ の 他 業 務 費 用 5,279  

営 業 経 費 9,078  

そ の 他 経 常 費 用 6,273  

経 常 損 失 2,436  

特 別 利 益 26  

特 別 損 失 408  

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 損 失 2,817  

法 人 税 等 1,569  

少 数 株 主 利 益 50  

四 半 期 純 損 失 4,437  

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整額」の合計相当額を「法人税等」として

表示しております。 
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平成 21年 3月期 第３四半期決算説明資料 

 

１．損益状況（単体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円） 

 

平成21年3月期 
第３四半期累計 
(9ヶ月間) 
（Ａ） 

平成20年3月期 
第３四半期累計 
（9ヶ月間） 
（Ｂ） 

対前年同期 
（Ａ－Ｂ） 

 
平成21年3月期 
通期業績予想 
（12ヶ月間） 

経 常 収 益 15,878 16,157 △ 279  20,600 

業 務 粗 利 益 11,297 11,945 △ 648   

 資 金 利 益 10,916 11,389 △ 473   

 役 務 取 引 等 利 益 365 496 △ 131   

 そ の 他 業 務 利 益 16 59 △ 43   

経  費(除く臨時費用分) 8,567 8,706 △ 139   

 う ち 人 件 費 4,322 4,408 △ 86   

 う ち 物 件 費 3,841 3,859 △ 18   

業務純益(一般貸倒引当金繰入前) 2,729 3,238 △ 509   

 
コ ア 業 務 純 益 

(除く国債等関係損益) 
2,725 3,201 △ 476  3,400 

一般貸倒引当金繰入額 △ 1,108 890 △ 1,998   

業 務 純 益 3,838 2,348 1,490  4,100 

 うち国債等関係損益(5 勘定尻) 4 36 △ 32   

臨 時 損 益 △ 3,121 △ 4,974 1,853   

 不 良 債 権 処 理 額 2,944 4,581 △ 1,637   

 株式等損益(3 勘定尻) 64 △ 504 568   

経 常 利 益 716 △ 2,625 3,341  1,000 

特 別 損 益 △ 4 △ 344 340   

税 引 前四半期純利益 711 △ 2,969 3,680   

法 人 税 等 339 1,506 △ 1,167   

四 半 期 純 利 益 372 △ 4,475 4,847  500 

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
２．法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 
３．平成21年3月期通期業績予想は、平成20年 11月 13日公表の業績予想を修正しております。 

経常収益は、資金運用収益の減少等により前年同期比 2 億 79 百万円減少し 158 億 78 百万円となり、平成 21

年 3月期通期予想に対する進捗率は77.0％となりました。 

コア業務純益は、資金利益及び役務取引等利益の減少等により前年同期比4億76百万円減少し、27億 25百万

円となり、平成21年3月期通期予想に対する進捗率は80.1％となりました。 

経常利益は、コア業務純益が減少したものの、一般貸倒引当金繰入額及び不良債権処理額等の与信コストが減

少したことなどにより7億16百万円となり（前年同期経常損失26億25百万円）、平成21年3月期通期予想に対

する進捗率は71.6％となりました。また、四半期純利益は3億72百万円となり（前年同期四半期純損失44億 75

百万円）、平成21年3月期通期予想に対する進捗率は74.4％となりました。 
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２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体） 

  （単位：億円）  （参考） （単位：億円）

 平成20年 12月末 平成19年 12月末  平成20年 9月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 121 166  116 

危 険 債 権 135 113  119 

要 管 理 債 権 39 81  62 

合   計 296 361  298 

金 融 再 生 法 開 示 債 権 比 率 4.71％ 5.54％  4.82％ 

（注）上記の各四半期末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権のカテ

ゴリーにより分類しております。 

算出方法については、各四半期末を基準日として「自己査定基準」に基づき自己査定を実施して算出しております。 

（参考）自己査定債務者区分との関係 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 

        危険債権 （破綻懸念先の債権） 

        要管理債権（要注意先のうち、元金又は利息の支払いが3ヶ月以上延滞しているか、又は貸出条件を緩和し

ている債権） 

＜ご参考＞ 

平成20年 12月末に部分直接償却を実施した場合の金融再生法開示債権 

  （単位：億円）  （参考） （単位：億円）

 平成20年 12月末 平成19年 12月末  平成20年 9月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 52 －  53 

危 険 債 権 135 －  119 

要 管 理 債 権 39 －  62 

合   計 227 －  235 

金 融 再 生 法 開 示 債 権 比 率 3.64％ －  3.84％ 

（注）部分直接償却とは、自己査定により回収不能または無価値と判定した担保・保証付債権等について、債権額から担保の

処分可能見込額および保証による回収が認められる額を控除した残額（Ⅳ分類金額）を取立不能見込額として債権額から

直接減額することです。当行は、部分直接償却を実施していないため、Ⅳ分類金額と同額の貸倒引当金を計上しておりま

す。 

 

 

３．自己資本比率（国内基準） 

   （参考） 

 
平成21年 3月末 
（予想値） 

 
平成20年 9月末 
（実績値） 

連 結 自 己 資 本 比 率 8.8％程度  8.42％ 

連 結 Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ 比 率 8.2％程度  7.79％ 

単 体 自 己 資 本 比 率 8.4％程度  8.02％ 

単 体 Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ 比 率 7.8％程度  7.39％ 

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 
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４．時価のある有価証券の評価差額（単体） 

（単位：億円） （参考） （単位：億円）

平成20年 12月末 平成19年 12月末  平成20年 9月末 

評価差額 評価差額  評価差額 

 

時価 
 うち益 うち損

時価
 うち益 うち損  

時価 
 うち益 うち損

その他有価証券 1,880 △ 55 25 80 1,806 6 23 17 1,896 △ 43 11 55

 株式 50 3 8 5 73 13 15 2 46 1 5 3

 債券 1,591 7 16 9 1,603 △ 3 6 10 1,578 △ 15 5 21

 その他 238 △ 65 － 65 129 △ 3 0 3 271 △ 29 － 29

（注）１．各四半期末の「評価差額」及び「含み損益」は、各四半期末の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価

との差額を計上しております。 

   ２．なお、満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 

（単位：億円） （参考） （単位：億円）

平成20年 12月末 平成19年 12月末  平成20年 9月末 

帳簿 含み損益 帳簿 含み損益  帳簿 含み損益 

 

価額  うち益 うち損 価額  うち益 うち損  価額  うち益 うち損

満期保有目的 

の債券 
171 △ 3 1 4 190 △ 4 0 4 176 △ 6 0 7

 

 

５．デリバティブ取引（単体） 

（１）金利関連取引 

                               （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 

平成20年 12月末 平成19年 12月末 平成20年 9月末 
区 分 種 類 

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

金利先物 － － － － － － － － － 
取引所 金利オプシ 

ョン － － － － － － － － － 

金利スワッ 
プ － － － － － － － － － 

店 頭 
その他 － － － － － － － － － 

 合 計   －   －   － 

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 

 

（２）通貨関連取引 

                               （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 

平成20年 12月末 平成19年 12月末 平成20年 9月末 
区 分 種 類 

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

取引所 通貨先物 － － － － － － － － － 

通貨スワッ 
プ － － － － － － － － － 

為替予約 0 0 0 0 0 0 0 0 0店 頭 

通貨オプシ
ョン － － － － － － － － － 

 合 計   0   0    0

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
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（３）株式関連取引 

   該当ありません。 

 

（４）債券関連取引 

   該当ありません。 

 

（５）商品関連取引 

   該当ありません。 

 

（６）クレジットデリバティブ取引 

   該当ありません。 

 

 

６．預金・貸出金の残高（単体） 
   （単位：億円）  （参考） （単位：億円）

 平成20年 12月末 平成19年 12月末 平成20年 9月末 

預 金 8,532 8,520 8,399 

 う ち 個 人 預 金 6,540 6,424 6,430 

貸 出 金 6,232 6,462 6,135 

 うち個人ローン 2,147 2,199 2,164 
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